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序

岡の宮遺跡は松本市女鳥羽3丁 目において新 しく発 見 された遺跡であ り、今 回が初めて

の発掘調査 とな ります。

このたび当地 にマンシ ョン建設事業が計画され、平成12年1月 に行 われた試 掘調査 にお

いて遺跡が存在することが確認 されたため、松本市では株式会社穴吹工務店から委託 を受

け、埋蔵文化財を記録する目的で緊急発掘調査 を実施することとなりました。

発掘調査は市教育委員会 によって、平成12年2月 か ら同年3月 にか けて行 われ ま した。折

か らの寒風の中での調査 とな りましたが、関係者の皆様の御協力により無事終了すること

ができました。発掘調査の結果、古墳時代 と平安時代 の生活跡を発見することがで きまし

た。 これらは今後、地域の歴史を解明するうえで、大変役に立つ資料 になることと考 えま

す。

しかしながら、開発事業に先立って行われる発掘調査 は、記録保存 とい う遺跡の破壊 を

前提 とする側面があることも事実です。開発 により私たちの生活が豊かになる一・方、それ

にともない歴史遺産が失われて しまうのは残念 なことですが、発掘調査 により当時の生活

が明らかとなり、私たちの郷土松本が歩んで きた歴史が一つずつで も解 き明かされること

は大変貴重なことだと考えます。

最後 にな りましたが、発掘調査 に多大な御理解 と御協力 をいただいた株式会社穴吹工務

店の皆様、地元関係者の皆様 に厚 く御礼 申し上げます。

平成13年3月

松本市教育委員会 教育長 竹 淵 公 章



例 言

1本 書 は、長野県松本市女鳥羽3丁 目563-14に おい て、平成12年2月20日 か ら平成12年3月22日 の間行 われ
おか みやいせ き

た岡の宮遺跡第1次 調査 の報告書であ る。

2本 調査 は、マ ンシ ョン建設事業 に先立 ち、株式会社穴吹工務店 と松本市が発掘調査委託契約 を締結 し、

それ に基づい て松本市教育委員会が行 った緊急発掘調査であ る。

3本 書の執筆 は1:事 務局、H:直 井雅 尚、V-1・2:田 多井用章、V-3:太 田圭郁、VI:パ リノ ・サー

ヴェイ株 式会社、その他 を小 山高志が行 った。

4本 書作製 にあたっての作業分担 は以下の とお りであ る。

遺物洗浄:百 瀬二三子

遺物保存処理 ・復元:内 沢紀代 子、洞沢文江、林 和子

遺構図整理:石 合英子、太 田圭郁、加 島泰祐、櫻井 了、堀 久士

遺物実測:菊 池直哉、竹平悦子、 中谷高志、 田多井用章

トレース ・版組:開 嶋八重子、太 田圭郁、加 島泰祐、櫻井 了、田多井用章、堀 久士

写真撮影:(遺 構写真)加 島泰祐、小 山高志、米久保治郎(遺 物 写真)宮 嶋洋一

5本 書 の中で使用 した遺構名 の略称 は次の とお りであ る。

第1号 住居趾→1住 もしくはSBO1、 第1号 土坑→土1も しくはSKO1、 第1号 ピッ ト→P1も し くはSPO1、

焼土範 囲1→ 焼1も しくはSFO1。

6本 調査で得 られた出土遺物及 び調査の記録類 は松 本市教 育委員会 が保 管 し、松本市立考古博物館(〒

390-0823長 野県松本市大字 中山3738-1TELO263-86-4710FAXO263-86-9189)に 収蔵 されてい る。
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1調 査 の経緯

1調 査に至る経緯

岡の宮遺跡は今回新 しく発見された遺跡であ り、女鳥羽川西岸、松本市街地東部に位置する。今回の調査

地がある女鳥羽3丁 目周辺 は古 くからの住宅街で、これまで本格的な調査が行われなかったこともあって、

遺跡の存在が希薄な地域 として従来認識されていた。

こうした中、平成11年 、株式会社穴吹工務店によりマンション建設が計画され、事業予定地の埋蔵文化財

に関 して松本市教育委員会へ問い合わせがなされた。これに対 し同教育委員会は、予定地は周知の遺跡には

該当 しない ものの、松本城下町跡に近接 していること、計画されている建物が高層マ ンシ ョンであるため基

礎工事が地中深 くに及ぶことなどから、マンションを建設する場合は、遺跡の有無及び範囲の確認のため試

掘調査が必要であるとして株式会社穴吹工務店との協議 を進めた。その後事業の実施が決定 したため、同教

育委員会は平成12年1月6日 及び7日 に試掘調査 を行った。この試掘調査において古:墳時代及び平安時代の遺

構、遺物が確認されたことにより、城下町以前の未知の遺跡が存在することが明らかになった。

以上の結果を踏まえ両者で保護協議 を行 ったところ、マンション建設による遺跡の破壊は避けられないと

の結論に至 り、保護措置 として工事着手前 に緊急発掘調杢 を実施 して遺跡の記録保存 を図ることとなった。

平成12年2月14日 付で松本市 と事業主である株式会社穴吹工務店が委託契約 を締結 し、松本市教育委員会が

発掘調査 を行った。同教育委員会では次節のような発掘調査団を組織 して同年2月20日 か ら3月22日 まで現地

における調査 を実施 し、調査終了後は室内における整理作業及び本報告書の作成 を行 つて、平成12年 度、本

報告書を刊行するに至った。

2調 査体制

調査団長

調査担当

調 査 員

協 力 者

事 務 局

竹淵公章(松 本市教育長)

竹原 学(文 化課主事)、 田多井用章(同)、 小山高志(同 事務員)、米久保治郎(同 嘱託),

加島泰祐(同)

今村 克、松尾明恵

石合英子、石川光男、内沢紀代子、岡村行夫、開嶋八重子、菊池直哉、高橋昭雄、竹平悦子、

田中一雄、中上昇一、中谷高志、中山自子、林 和子、比嘉 仁、布山 洋、洞沢文江、

待井敏夫、丸山恵子、道浦久美子、百瀬二三子、米山禎興

松本市教育委員会文化課

木下雅文(課 長)、熊谷康治(課 長補佐)、松井敬治(同)、 直井雅尚(主 査)、

武井義正(主 任)、久保田剛(同)、 酒井まゆみ(嘱 託、～平成12年6月)

渡邊陽子(嘱 託、平成12年7月 ～)、塚原祐一(同)
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H遺 跡 の環境

岡の宮遺跡の周辺 に分布する原始古代の遺跡を立地条件か らみると、以下の4地 域の遺跡群 に大別できる。

また、それらとは別 に本遺跡の西～南西一帯は松本城下町跡(27)として近世の町屋遺構がひろがる。

第1の 地域は蟻ヶ崎、沢村方面の大門沢川 ・東大門沢川の流域 に位置 し、狐塚(21)、 旧射的場西(22)、蟻

ヶ崎(25)、峰ノ平(32)、城山腰(33)な どが該当する。時期的には、峰ノ平 と旧射的場西で縄文中期、城山腰で

弥生後期の遺構が発見されている他は、古墳後期と平安前期が中心 となる。

第2は 女鳥羽川左岸微高地に分布する遺跡群の地域で、大村(3)、柳田(4)、大村古屋敷(6)、大輔原(7)、大

村前田(8)、大村立石(9)な どが該当する。時期的には、大村立石で縄文中期、柳田では縄文中期 と晩期が確

認され、弥生後期 も大村古屋敷で発見 されている。古墳 中期 ・後期は大村古屋敷 と大輔原にあり、奈良時代

以降は各遺跡で認められる。古 くか ら各時代の集落が継続 して営まれた安定 したエリアといえる。

第3は 前者 と同様に女鳥羽川の左岸微高地だが東から合流 して くる湯川の影響を受けている地域で、大村

塚田(10)、惣社(11)、や宮北(16)の北部、横田(12)、横田古屋敷(13)、女鳥羽川(19)な どが該当する。この特徴

は大村塚田における縄文の大集落、女鳥羽川の縄文後晩期遺物や横田古屋敷の弥生中期集落 と墓地など縄文

弥生が目立つのに対 し、奈良平安以降が希薄になる点であろう。

第4は 薄川扇状地に分布するもので、新井(14)、下原(15)、宮北(16)、県町(18)などが該当する。同じ扇状

地上で も、扇端部に位置する県町は弥生中期から平安 まですべての時代が認め られ、一方、扇央部にあたる

新井、下原、宮北では集落の初源が古墳後期後半まで降 り、以降は奈良平安で繁栄する。

ちなみに、本遺跡は女鳥羽川右岸に位置し上記のどの立地にも属さない。これは遺跡の一帯が江戸時代か

ら城下町として開発 され、同 じ立地にある遺跡がほとんど確認できないためである。今後、城下町の原始古

代の調査成果により、女鳥羽川右岸低地での遺跡群立地として新たな把握が可能になろう。

(太字は遺跡名、カッコ内の番号は第1図中のものに対応する)

第1図 周辺遺跡
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皿 調査の概要

岡の宮遺跡は新 しく発見 された遺跡であ り、今 回が初めての発掘調査 となる。調査地点 は女鳥羽3丁 目

563-14に あた り、女鳥羽川か ら西へおよそ200m、 岡の宮神社の北隣iに位置する。標高は607m前 後で、現

在の地形は北東から南西へ向かって下る緩やかな傾斜地である。調査地点の現地表は道路面 と平 らになって

いるが、地表か ら1m近 くは盛土がされ整地されていた。今回の調査では地表から1m20cm～1m50cmほ どの

深 さでの検出を行 った。検出面には南北方向に向かって縞状 に礫が出土 し、現地表 と同様、北東から南西へ

向かって緩やかに下る傾斜をみせた。検出面の基盤土は、調査区の東側は暗黄褐色だが大部分は暗褐色であ

ったため、土色 による遺構 との識別は非常 に困難であった。

調査の範囲については、主 に建物が建つ予定である事業地の南側部分を優先 し、約267㎡ を調査区として

設定 した。調査区の中央部及び北壁中央部、西壁中央部には撹乱が入 り、東壁から5m付 近には水道管の埋

設 による撹乱が東壁 と平行 に走る調査区となった。

発掘調査の手順 は、まず重機を使用 して検出面 までの上土 を除去 し、次に人力による遺構の検 出作業 を行

った。土色の区別が微妙で平面的な把握が難 しい部分が多かったが、遺物や礫の出土状況、土の内容物など

を手掛か りとし、人力で試掘溝を掘 り、断面観察 も併用 して遺構の位置と範囲を特定 した。検出が終了 した

遺構iから遺構番号 を命名 し、人力による掘 り下げを開始 した。必要 に応 じて遺構の 断面や遺物の出土状況を

写真あるいは測量図によって記録 し、掘 り下げと遺物の取 り上げが全て終了した遺構から、写真 と測量図の

双方で記録 した。遺構等の測量は、磁北方向に沿って任意の3m方 眼を設定 して行った。全ての掘 り下げと

記録が終わった後、重機 を使用 して調査区の南壁沿いを地表下2m程 度 まで掘 り下げ、土層の確認 を行 った。

最後に重機による埋め戻 しを行い、発掘調杢の現場における作業の全工程を終了 した。

なお最後に行 った土層確認の結果か ら、今回の検出面のさらに下層に、より古い時代の遺構 もしくは遺物

包含層が存在する可能性が考えられたが、確信を得るには至 らなかった。今回の調査では、古:墳時代前期及

び平安時代中期から後期 にかけての遺構、遺物が確認で きた。遺構及 び遺物の詳細については次章以降に述

べるが、調査の実施期間、面積、遺構及び遺物の概要、基本土層を以下に記す。

調査期間 平成12年2月20日 ～平成12年3月22日

調査面積267㎡

検 出遺構

竪穴住居趾

9軒:古 墳時代前期4軒 、平安時代 中～後期3軒 、不明2軒

(1住 ～11住 を命名。 ただ し6住 と8住 は欠番 とな る。)

土坑13基:古 墳時代前期及 び平安時代 中期 ～後期

ピッ ト14基:古:墳 時代前期及 び平安時代 中期 ～後期

(P1～P15を 命名。 ただ しP1は 欠番 となる。)

焼土範囲2基

出土遺物

土器 ・陶磁 器:土 師・器、須恵器、灰粕 陶器 、緑粕 陶器

石器:施 設構築 材、剥片 炭化 木材

鉄製品:鎌 、鍵、刀子、釘、不明品

I

H

皿

V

皿

表土
暗褐色 ・粘質 ・1cm～5cm大 の礫を微量含む
暗褐色(Hよ り明るい)・ 粘質だが砂混じり
暗榿灰色 ・シル ト質 ・1cm～10cm大 の礫を含む
榿灰色 ・シル ト質だが砂混じり・
暗榿褐色 ・シルト質 ・1cm以 下の礫を少量含む
黄褐色 ・シル ト質 ・1cm～5cm大 の礫を少量含む
礫層(孤 の土を礫間に含む)

第2図 基本土層図
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第3図 調査範囲図

第4図 遺構配置図
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IV遺 構

1竪 穴住居趾

竪穴住居肚は第1号住居趾から第11号住居趾までの11軒 を検出、命名 したが、掘 り下げを行 った結果、第6

号住居趾及び第8号住居趾の2軒は遺構で はない と判明 したため欠番 とした。また、カマ ドや炉、あるいはピ

ットの存在が確認できない、床が明確でないなど、住居趾 としての要件 を充分 に確認できなかった遺構 もあ

るが、これらについては検出時の名称のまま住居趾 として取 り扱っている。その結果今回調査で きた住居肚

は9軒 となり、以下にそれぞれの詳細を記す。なお、それぞれの遺構の長軸、短軸、深さはcm単 位 で表 した。

① 第1号住居趾

調査区南端西寄 りに位置する。遺構の大部分が調査区外にかかるため全容は不明だが、北側 に張出し部分

を持つ。当初、北側の張出し部分は1住 とは別の住居趾 として調査 を進めたが、西壁沿いの溝iや床面及び覆

土の状況から同一の住居 と判断 した。調査で明 らかになった部分の規模は、長軸488、 短軸192、 深 さ20。床

面積は6.1㎡を測る。壁は明確で、比較的垂直に立ち上がる。張出 し部分の東端は壁が明確 に判明 しなかっ

たため、床面の状況か ら住居趾の範囲を推定 した。東壁に石組みカマ ドを持つが大部分は破壊 され、火床面

と袖の基底部、支脚石の一部が残る。周囲にはカマ ドの構築 に用いたと思われる石材が散在 していた。床は

黄褐色土で堅 く、今回調査できた住居趾の中では最も明瞭であった。覆土は3層。重複関係は、東壁部分が

土1を切っている。西壁沿いに溝、中央部にピットを一基有する。溝の規模は、幅15～30、 床面か らの深 さ4

～7、全長142。 ピットは円形で、長軸28、 短軸26、 深 さ22の規模 を持つ。遺物は住居趾内全体 にみ られ、土

師器、灰粕陶器、鉄製品(釘 等)が 出土 している。遺構の帰属時期 は、出土遺物から11世紀中頃～11世紀末

に当たると考えられる。

② 第2号住居趾

調査区の北東隅に位置する。P7に 切 られ、一部撹乱にあっている。検出面では暗黄褐色土が露出 してお

り遺構を確認することが出来なかったが、検出面 を掘 り下げて遺構の存在が判明した。大部分が調査区外に

かかるため全容は不明。炉、カマ ド及びピットの存在は確認できなかった。調査で明らかになった部分の規

模は、長軸360、 短軸320、 深 さ52。床面積は10.8rdを測 る。平面形は隅丸方形 と推定される。床は不明瞭だ

が、西壁沿いに溝が認められた。検出面からの掘 り込みは深 く、壁は比較的垂直に近い角度で立ち上がる。

覆土は4層 。遺物は覆土の上層から下層 まで全般 にみられたが、あまり多 くない。遺構の帰属時期は、出土

遺物から4世紀後半に該当すると考えられる。

③ 第3号 住居趾

調査区の西端南寄 りに位置する。調査区の西壁沿いに、ごく僅かに遺構が確認できた。遺構の大部分が調

査区外 にかかるため全容は不明。今回の調査で確認できた部分の規模は、長軸360、 短軸56、 深 さ6。面積は

1.1㎡。他の遺構との重複関係 は無 し。検出面からの掘 り込みが非常に浅いため壁の残存状況が悪 く、傾斜

は不明。床は明確ではなく、基盤土 をもって床 とした。炉、カマ ド及びピットの存在は確認できなかった・

遺物は土師器が少量出土 したが帰属時期を特定するには至っていない。

④ 第4号住居趾

調査区の西端中央部に位置する。遺構の 大半が調査区外 にかかってお り、南東部を撹乱によって破壊 され

ているため、遺構が二つに分断されている。全容は不明だが、平面形は隅丸長方形 と推定 される。調査で明

らか になった部分の規模は、長軸360、 短軸300、 深 さ6。面積 は10.2㎡ を測る。床 は明確ではな く、基盤

土をもって床 とした。炉、カマ ド及びピットの存在は確認できなかった。検出の段階においては、第4号住

居趾の北側及び東側の輪郭は全 く不明であった。また、検:出作業によって第10号 住居趾 と第11号住居趾の位
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置 と範 囲が確定 したため、 この時点で4住 は10住 及 び11住 に切 られ ている と重複 関係 を判断 した。そ の後作

業 を進 め第10号 住居 趾 の掘 り下げ を行 った ところ、10住 の床面 にお いて4住 の北壁及 び東壁 に該 当す る と思

われ る輪郭が見 えたため、 ここで4住 の範 囲 を確 定 した。なお、10住 の掘 り下 げを行 ってい る際 、10住 の中

央 南寄 り、4住 の北東隅 と重複 す る部分 で焼土 が確認 で きたが、 これにつ いて は焼土 が出土 した地 点の高 さ

と両住 居肚 の床面 の高 さか ら、10住 の もの と判断 した。4住 の覆土か ら出土 した遺物 は ご く少量 で、帰属時

期 を特 定する には至 っていない。

⑤ 第5号 住居趾

調査 区の東 端北寄 りに位 置す る。遺構 のお よそ半分 が調査 区外 にかか り、調査 区内に現 れてい る部分 は遺

構 の西側 半分 に該当す る と思 われる。重複 関係 は、土8、P9、P10、P11、P12、P13、P14に 切 られ、西

側壁 が一部撹 乱 にあっている。検 出面では暗黄褐色土 が露出 してお り遺構 を確認す る ことが出来 なか ったが、

検 出面 をやや掘 り下 げ た ところで遺構 の存在 が判明 した。調査 で明 らか にな った部分 の規模 は、長 軸696、

短 軸350、 深 さ10。 面積 は39.7rdを 測 る。平 面形 は隅丸方形 と推定 され る。壁 はや や斜 めに立 ち上 が るが 、

南側 は北側 に比べて遺構の掘 り込 みが浅 くなっている・床 は明確 ではな く、基 盤土 を もって床 と した。カマ

ド、炉 の存在 は確認 で きなか ったが、溝 とピッ トが確認 で きた。溝 は住居趾 の北壁 か ら西壁の全 面、南壁 の

西端 にか けて壁沿 い を走 り、幅 は20～30、 床面 か らの深 さは5～10、 全 長お よそ11mの 規模 を持 つ。 ピ ッ ト

は 中央部 と南 西隅 に各1基 ず つ、合計2基 確認 された。 いずれ も直径40～50ほ どの円形 で、深 さは20程 度。

遺 物 は住居趾 内全体 にみ られたが、覆土上層 には少 なか った。土 師器 、鉄 製品、炭化 木材 が出土 してい る。

遺構 の帰属時期 は、出土遺物 か ら4世 紀後半 に当たる と考 え られる。

⑥ 第7号 住 居趾

調査 区北部 、中央 よ りやや東寄 りに位 置す る。遺構 の北西部が撹乱 にあっているが 、他 の遺構 との重複 関

係 は無 い。遺構の規模 は長軸472、 短軸380、 深 さ18。 面積 は15.8r㎡ を測 る。床面 に特 に堅い床 は無 く、住居

趾 西側 に明確 な壁 が認 め られ なか ったため、暗褐色 の基盤土 を もって床面 とし、遺物 や礫 の出土状況 か ら住

居趾 の範 囲 を推定 した。平 面形 は西側がやや突出す る不整形 な隅丸 長方形 となった。東側、南側、北側 にお

いては直 に立 ち上がる壁 が確 認で きた。東壁の 中央部北寄 りに石組み カマ ドを有 した と推定 され、 この周 囲

か ら住居趾 中央部 にかけて、カマ ドの構築 に用い られた と思われる石材及 び 自然礫が集 中 して出土 している。

北東 隅の床面 には短 い溝 が確認 で きた。 ピッ トは5基 確認 で きたが、いず れ も掘 り込み は浅 く、柱 痕 も特 に

認 め られない。遺物 は比較 的多 く、土師器、灰粕 陶器が出土 してお り、遺構 の帰属 時期 は、出土 遺物か ら10

世紀末 か ら11世 紀初頭 に該当す る と考 え られ る。

⑦ 第9号 住 居趾

調査 区の中央部北西寄 りに位置 する。他 の遺構 との重複 が激 しく、10住 、11住 、土9、 土10、 土11、 土12、

土13、P15に 切 られ、住居趾 の南壁 の東部 が撹乱 にあっている。調査 で確認 で きた部分 の規模 は、長軸388、

短軸380、 深 さ20。 面積 は11.8㎡ を測 る。床 面 に特 に堅 い床 は無 く、住居趾東側 に明確 な壁が認 め られなか

ったため、暗褐色 の基盤土 をもって床面 とし、遺物 や礫 の出土状況 か ら住居趾 の範 囲を推定 した。遺構 の西

側 を10住 、南側 を11住 に切 られているため全 容 は不明 だが、平面形 は隅丸 方形 と推定 される。覆 土 は単層 。

カマ ド、炉 は確認で きなかった。 ピ ッ トは一基 、円形 で直径30、 深 さ8ほ どの規模 の ものが住居趾 の西側 中

央部 に確認で きた。礫が住居趾全体 か ら出土 しているが、 とりわけ南西部 に集 中 してい る。土師器が多数 出

土 してお り、状態の良い遺物 も多い。遺構1の帰属 時期 は、 出土遺物 か ら4世 紀後半 に該 当す る と考 え られる。

⑧ 第10号 住 居趾

調査 区の西端北側 に位置 し、遺構 の西側 は調査 区外 にかか る。南 西部は撹 乱 によ り破壊 されてい る。他の

遺構 との重複 が激 しく、東壁 が9住 、南西部が4住 を切 り、南東部 は11住 に切 られてい る。遺構iの全容が確認
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で きない ため平面 形 は不 明。調査で確認 で きた部分 の規模 は、長軸460、 短軸268、 深 さ20。 面積 は9.5㎡ を

測 る。壁 は直 に立 ち上が り、覆土 は2層 。特 に堅 い床 は認 め られ なか った ため、基盤土 を もって床 と した。

ピッ トは3基 、北東隅、南東隅、南端 中央部 に確認 された。北東隅、南東隅の2基 は、直径20ほ どの円形で深

さは8程 度 。南 端 中央部の1基 も、11住 に切 られ平面 形 はやや楕 円形 に近い もの の、 同程度 の規模 を持つ。 な

お、中央南寄 りの床 面 にお いて、直径50ほ どの円形状 に焼土が確認 され てお り、10住 の炉 である可能性が高

い。 また、 この周囲 には薄 く焼土が散 っている ことが確 認で きた。遺物 は土師器が多数 出土 してお り、状態

の良い遺物 も多 い。また、礫が住居全体か ら出土 しているが、南側 にやや集 中 している。遺構 の帰属時期 は、

出土遺物 か ら4世 紀後半 に該当す ると考 え られ る。

⑨ 第11号 住 居趾

調査 区の中央部西側 に位置す る。9住 、10住 、4住 を切 るが、東壁の北部 と西壁の大半が撹乱 に よって失 わ

れてい る。平面形 は隅丸長方形 と推定 される。調査 で明 らか になった部分の規模 は、長軸452、 短軸380、 深

さ24。 床面積 は15.1㎡ を測 る。西側の壁 は確認で きなか ったが、他の3方 の壁 は直 に立 ち上が る。覆土は8層 。

特 に堅 い床 は認め られなか ったため、基盤土 を もって床 と した。 カマ ド及 び炉 の存 在 は認 め られ なかった。

ピ ッ トは5基 確 認で きたが、特 に柱痕が認 め られ る ものは無か った。遺物 は多 く、土師器 、灰紬 陶器 、緑粕

陶器、鉄製品(釘 、鎌、鑓等)等 が出土 してお り、 また礫 も住居趾全体か ら出土 してい る。遺構 の帰属 時期

は、出土遺物か ら11世 紀 中頃か ら12世 紀 初頭 に該当す る と考 え られ る。

2土 坑 ・ピ ッ ト

今 回の調査 では土坑13基 、 ピッ ト14基 を確認 す るこ とが出来 た。土坑 とピッ トに明確 な区別 は無 いが、比

較 的規模 の大 きな もの を土坑、小 さな もの をピ ッ トとして命 名 した。 なお、第1号 ピ ッ トは掘 り下 げの結果

遺構 ではない と判 明 したため欠番 とした。土坑 ・ピッ トの分布 には偏 りがみ られ、4つ の地区 に大別 で きる。

土1の みが存在す る①調査 区南西部 と、②調査 区中部(土2～ 土4、P2～P6)、 ③調査 区東部(土5～ 土8、P7

～P14) 、④調査 区北西部(土9～ 土13、P15)で あ る。P5か らは壷 の一部 、P7か らは高杯 の一部 が 出土 して

お り、いずれ も4世 紀後 半の もの と考 え られ る。他 の土坑 ・ピ ッ トか らも遺物 は出土 してい るが 、それぞ れ

の遺構 か らの出土量 は僅 かであ り個 々の遺構 の帰属 時期 を特定す るには至 らない。 しか しこれ らの遺物 はす

べ て土 師器 であ り、今 回調査 で きた古墳 時代 の住居 趾か ら出土 した遺物 と同様 の特徴 を有す るものが多い た

め、遺構の 帰属時期 も同様 と推定 され る。

3焼 土範囲

調査区南部 において、円形状の焼土範囲が2ヶ所 に確認された。この付近は遺物 も多 く、土師器、鉄製品、

炭化物が出土 しているため、当初は住居趾の存在を想定 し、検出及び試掘溝を掘っての断面観察を行ったが、

遺構の存在が認められなかったため焼土範囲のみを遺構 として命名 した。焼1は暗褐色土中に在 り、平面形

は円形、断面形は台形。長軸72、短軸64、 深 さ8の規模 を有す。焼2も 暗褐色土中に在 り、平面形はやや不正

形な円形、断面形は皿形。長軸80、 短軸72、 深 さ12の規模 を有す。焼土2か らは土師器が少量出土 している

が、時期を特定するには至っていない。
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第1表 住居趾一覧

居

α住N

規 模

主軸方向 平面形 カ マ ド ・炉 帰属時期 備 考長軸 ×短軸×深 さ(cm) 床面積

1 488×192×20 6.1m N-94ｰ一E 不明 東壁、石組 11c中 ～11c末 土1を 切 る。調査区外 にかかる。

2 360×320×52 10.8m N-15ｰ一E 隅丸方形 不明 4c後 半 P7に 切 られ る。撹乱 にあ う。
,

3 360×56×6 1.1m 不明 不明 不明 不明 調査区外 にかか る。

4 360×300×6 10.2m N-50ｰ一W 隅丸長方形 不明 不明 10住、11住 に切られる。調査区外 にかか る。撹乱 にあう。

5 696×696×10 42.9m N-10ｰ一E 隅丸長方形 不明 4c後 半 土8、P9～14に 切 られ る 。撹 乱 にあ う 。

7 472×380×18 15.8m N-106ｰ一E 隅丸長方形 東壁 、石組 10c末 ～11c初 頭 撹乱 にあ う。

9 388×380×20 11.8m N-11ｰ一E 隅丸方形 不明 4c後 半 10住 、11住 、 土9～13に 切 られ る 。 撹乱 に あ う。

10 460×268×20 9.5m N-10ｰ一W 不明 中央南寄りに炉 4c後 半 調査区外 にかかる。4住 を切 る。撹乱 にあう。

11 452×380×24 15.1m N-7ｰ一E 隅丸長方形 不明 11c中 ～12c初 頭 4住 、9住 を切る。撹乱にあう。

第2表 土坑 ・ピッ トー覧

遺 構No. 分布 グリッ ド 長軸 ×短軸 ×深 さ(cm) 平面形 遺物(帰 属時期) 備 考

土1 1 S6,W6 64×42×26 楕円形 1住 に切 られる。

土2 2 NSO,EWO 56×48×18 円形 P5に 切 られる。

土3 2 NSO,EWO 160×128×30 楕円形 土師器

土4 2 NSO,EWO 60XSOX22 楕円形

土5 3 NSO,E6 84×60×24 楕円形

土6 3 S3,E6 88×84×18 円形 土師器 土7を 切る。調査 区外 にかかる。

土7 3 NSO,E6 80×68×24 楕円形 土師器

土8 3 NSO,E3 232×124×16 不正隅丸長方形 土師器

土9 4 N3,W3 96×80×12 楕円形 土師器 9住 を切る。撹乱 にあ う。

土10 4 N6,W3 60×52×24 楕円形 ・ 土師器 9住 を切る。

土11 4 N6,W3 80×64×12 楕円形 土師器 9住 を切る。

土12 4 N6,W6 76×68×12 円形 9住 を切る。

土13 4 N6,W3 52×44×20 円形 土師器

P2 2 NSO,EW3 43×40×27 円形 土師器

P3 2 NSO,EW3 SOX38×27 楕円形

P4 2 NSO,EW3 52×38×20 楕円形 土師器

P5 2 NSO,EWO 43×42×27 円形 土師器(壷 。4c後 半) 土2を 切 る。

P6 2 NSO,EWO 44×40×35 楕円形

P7 3 S6,E3 68×56×35 楕円形 土 師器(高 杯。4c後 半) 2住 を切 る。

P8 3 S3,E3 30×28×29 円形

P9 3 NSO,E6 SOX44×16 楕円形 土師器 5住 を切 る。

P10 3 N3,E6 40×39×21 円形 5住 を切 る。

P11 3 N3,E6 44×42×24 円形 5住 、P12を 切 る。

P12 3 N3,E6 56×56×28 円形 5住 を切 る。P11に 切 られ る。

P13 3 N6,E6 64×42×26 楕円形 5住 を切 る。

P14 3 N6,E6 40×30×23 楕円形 土師器 5住 を切 る。

P15 4 N3,W3 38×38×10 円形 9住 を切 る。

一8一



第1号住居趾

第1号住居趾

第2号住居趾 1:暗褐色土(粘 質

1工:暗褐色土(粘 質

皿:暗褐色土(粘 質

黄褐色土粒多量混入)

焼土・炭化物粒少量混入)
焼土・炭化物粒中量混入)

第3号住居趾

第2号住居趾

1:暗 褐色土(黒色土粒 中量混入)

1工:褐色土(黄褐色土粒少量混入)

皿:暗褐色土(焼土粒少量混入)

IV:暗褐色土(茶褐色土少量混入) 第5図 出土遺構(その1)

一9一



第5号住居玩

第4号住居趾

第6図 出土遺構(その2)
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第7号住居趾

石 器

翻 接合資料

盒 同一母岩資料
o 単独資料
X 自然礫

十

x

土器

鉄器

第7号住居趾

1:暗 褐色土(礫 ・小礫 ・炭化物粒 少量混入)

H:暗 褐色土(小礫少量混入)

n

第7図 出土遺構(その3)
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第9号住居趾

石 器

圏 接合資料

盒 同一母岩資料
㊧ 単独資料
X 自然礫

十 土器

x 鉄器

第9号 住居趾

1:暗 褐色土(礫 ・小礫少 量混入)

第8図 出土遺構(その4)
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第10号 住居趾

石 器'

鰯 接合資料

愈 同一母岩資料
② 単独資料

X 自然礫

十 土器

鉄器

第10号 住居趾

1:暗 褐色土(黄褐色土粒 ・小礫少量混入)

H:暗 褐色土(小礫 ・炭化物粒微量混入)

皿:暗褐色土(小礫多量混入)

IV:暗褐色土(小礫微量混入)

V:暗 褐色土(黄褐色土粒少量混入)

VI:暗褐色土(炭化物粒少量 ・焼土粒多量混入)

第9図 出土遺構(その5)
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第11号住居趾

石 器

閣 接合資料

愈 同一母岩資料
○ 単独資料
X 自然礫

十
x

土器

鉄器

第11号 住居趾

1:暗 褐色土(黄褐色土粒・小礫 少量 、炭化物粒 微量混入)

II:暗褐色土(炭化物粒・焼土粒少量混入)

皿:暗褐色土(炭化物粒微量混入)

IV:暗褐 色土(黄褐色土塊・炭化物粒多量 、焼土粒 少量混入)

V:暗 褐 色土(砂 質30㎜ 大の礫少量混入)

VI:暗褐色 土(砂質)

孤:暗褐色土(黄 褐色土粒 多量・炭化物粒少量混入)

皿:黄褐色土(砂 質 炭化物粒微 量混 入)

第10図 出土遺構(その6)
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第11図 出土遺構(そ の7)
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V遺 物

1土 器

今 回の調査 では、古:墳時代 前期及 び平安時代 後期の遺物が遺構及 び包含層 中か ら出土 してい る。種 別 とし

ては土 師器 ・灰粕 陶器 ・緑紬 陶器があ る。以下、時期 ご とに土器群 を概観 したい。なお、以下の記述 にあ た

って、編年観 ・器種分類等 について は、古墳 時代 の土器群 は島田哲男 ・直井雅 尚氏 による中信 地方 の編年案

(註1)に 、 また平安時代 の土器群 は小平和夫氏 に よる編年案(註2)に 従 った。

なお、第3・4号 住居 跡 につい ては出土量が少 な く、 図示 で きる遺物 もなかった。土器群 の様相 が把握 で き

なかったため、帰属時期 も不 明である。

① 古墳時代 の土器

今 回の調査 では、第2・5・9・10号 住居趾及 び包含 層 中か ら古墳 時代 前期 の土器 が出土 してい る。 この な

かで、第2・ 第5号 住居 趾 は、検 出段 階で遺構の範 囲が把握 で きなか ったため、当初 は包含層 として掘削 を行

ってお り、今 回両住 居趾出土 として図示 した土器 には、包含層 出土 として取 り上 げた もの を、整 理段 階でそ

の平面 的な位置 か ら両遺構 に帰属 させ た もの もある。

器種 は、壺 ・甕 ・蓋 ・小 型丸底鉢 ・小 型丸底 壺 ・圷 ・高圷 ・器台が認め られる。

壺 口縁部 の確認 で きた ものでは有段 壺(壺A)が み られた のみ(21・25・42な ど)。 有 段 口縁 の断面形 態

は、段 よ り上が外 に開 く形態 の もので、段 の部分 に刻 みを持 つ もの(42)も 見 られる。胴部 は球 胴で、頸部

は直線 的 に開 く(43・44)。

甕 く字口縁 で球胴の甕(19・37・57な ど)とS字 状 口縁 の台付 甕(33・58)の2者 があ り、前者 が主体 とな

るようで ある。 と もに外面 はハケ調整で ある。 く字 口縁 甕 は、 口径 が20cmを 超 えるもの(甕A)と 、12cm

前後の小 型甕(甕iB)と があ る。底 部は確認 で きた ものはすべ て平底 である。

蓋 類例 がないが、17を 蓋 と判断 した。上半 のつ まみ部 は中実 の円柱状で、ここか ら口縁部 が直線 的 に開 く。

内面 は放 射状 のハケ調 整が なされている。

小 型丸底鉢 全形 のわかる ものが な く、胴部 のみであるが 、小型丸底壺 に比 し、胴部が扁平で あ り、頸部が

それ ほど縮約 しない ことか ら小 型丸底鉢 と判 断 した(2・4)。

小型丸底壺 全体 の わかる もの はなか った。 口縁部 は直線 的 に開 く形態 の もの(22・55な ど)。 口径 、胴部

最大径 とも10cm前 後の よ うで ある。

圷1点 確 認で きたのみ(45)。 半球状 の器形 で、 口縁部が 内湾 し、 口縁端部は円 く納 め られている。

高圷 全体の わか る ものはな く、」不部 のみ もしくは脚部 のみ の ものであった。杯部 はいずれ も胴部 と底 部の

境 に明瞭 な稜 を有 し、外 に開 く形 態の もの(6・7・13な ど)。 脚部 は円錐形 の もの(8・12・14な ど)、 脚柱

部 を もって二段 成形 の脚 をもつ もの(10・11)、 中実 の脚部の先 に円錐形 に開 く脚部がつ くもの(27)の3

者があ るようである。脚部 の透 か し穴 は、3単 位 と4単 位 の ものが ある。 なお 中実の脚の もの(27)は 、岡田

町遺跡第1次 調査 地点第2014号 住居趾 に類例が ある ものの、量 的には少 な く、 また在 地の系譜 を引 くもので

はなさそ うであ る。

器台 器 受部 が稜 を もって外 反す る もの(1・31)と 、直線 的あ るいはやや内湾気味 に開 くもの(32・39)

とがあ り、 ともに台部 は外反気味 に開 く円錐形であ る。底面 に台部への貫通孔 があ る。台部 の透 か し穴 は3

単位 の もの と4単 位 の もの とがあ る。

土器群の全体 的な特徴 として、古墳時代 前期 に特徴 的 な器種 に加 え、小 型丸底壺及 び脚柱部 を もって二段

成形のい わゆる屈折脚高杯が存在 してい ることがあげ られ る。 こう した特徴 か ら、古墳時代前期 末 に位置づ

けられ る土器群 とい えよう。 なかで も第10号 住居趾の土器群は古墳 時代前期末 の様相 をよ く示 してい る良好

一16一



な資料 といえ よう。市 内遺 跡の該期土器群 の類例 としては、 岡田町遺跡 第0032号 住居 趾 ・白神場 遺跡第2号

住居趾 ・向畑遺跡第1号 住 居趾 の出土土器群があ る。

② 平安時代 の土器

今 回の調査 で は、第1・7・11号 住居趾 か ら該期土器群 が 出土 してい る。いず れ も平 安時代後期 の もので、

10世 紀後半 ～11世 紀 に位 置づ け られる。以下、遺構 ご とに概観す る。

第1号 住居趾 出土土器群

15点 を図示。提示 で きた もの は食器 に偏 ってい るが、土 師器圷AH・A皿 、灰粕 陶器椀 があ る。土 師器」不

は小型 のAHと 大型 のA皿 とが明瞭 に分化 してい る。小型 のAHは 口径9.3～10.6cm、 器高2.2～2.4cm、A皿

は口径12.4～14.9cm、 器高4.9cmを 測 る。灰 粕陶器椀 は腰 の張 るい わゆる深椀 で、大小 があ る。椀 の底 部付

近外面 は、回転 ヘ ラケズ リ調整が省略 され、 ロクロナデのままの ものや、底面 が回転 糸切 り未調 整の ままの

もの も見 られる。以上か ら13～14期 に帰属す る もの と考 え られる。

第7号 住 居趾出土土器群

17点 を図示 。食器 に土 師器杯AH・ 黒色土器Aj不 ・椀、灰粕 陶器椀 ・皿 が、煮炊 き具 に土 師器 羽釜が、貯

蔵具 に灰粕 陶器広 口瓶 があ る。小片 のため図示で きなか ったが 、緑粕 陶器椀 も出土 している。土 師器杯 はい

ずれ も小型 で口径 のわ りに器高 のある形態の もので、未 だ大小 に分化 していない時期 の もの と思 われ る。 口

径 は9.4～10.6cm、 器高 は3.0～3.2cmを 測 る。78は 黒色土器A圷 としたが、外面 の摩滅 が著 し く、黒色 土器B

の可能性 もある。ただ、椀 の高台部が剥落 した ものではない ようである。黒色土器A杯 とすれば他 の土器群

に組成す るとは考 えに くい。灰粕陶器椀 は腰 の張 る深椀 と、腰 の張 らない ものの双方 が見 られる。灰粕 陶器

皿 はあ る程 度安定 して組成 してい る ようで ある。食器 の様相及 び羽釜 が出現 している ことか ら11期 に帰属 す

るものであろ う。

第11号 住居趾 出土土器群

9点 を図示 。いずれ も食器 で土師器圷A皿 ・椀 、黒色 土器A椀 、灰粕 陶器椀 、緑粕 陶器椀 があ る。土 師器

杯 は口径13.3～16.3cmを 測 る。灰粕 陶器椀 は腰 の張 る深椀 の形態 の もので、内面 に沈線のあ る もの も見 られ

る。緑粕 陶器椀 は、胎土 が硬 質でヘ ラミガキは施 されてい ない。12～13期 に帰属す るもの と考 え られ る。

註1冨 沢一明ほか 「長野県における古墳時代中期の土器様相一屈折脚高圷の出現から消滅までの予察一」 『東国土器研究』第5号

註2小 平和夫1990「 古代の土器」『中央自動車道長野線埋蔵文化財発掘調査報告書4一松本市内1一総論編』

2金 属器

15点 を図示。全 て鉄製 品で、遺構 出土で帰属時期 のわか る ものは全 て平安時代後期であ る。器種 は刀子 ・

釘 ・鑓:・鎌iがあ る。

・刀子1点 出土。先端部で、刃部 に向かって湾 曲 し、反 らない。

・釘8点 出土 。全体 のわか るものはな く、頭部 もしくは脚部 を欠損す る。1・2は 断面 がや や扁平 である。

・鑓1点 出土 。先端 を欠損 す る。幅3.4cm、 高 さは現存 長で5.8cmを 計 る。

・鎌1点 出土。基部 と刃部の一部 が残存す る。基部 は幅がそれ ほど増幅せず、細長 い形態 で、刃部幅 もそ

れ ほど広 い もので はない ようである。

・不明品3は 四角錐状 を呈 してお り、何 らかの工具で あろうか。13は 断面が長方形 で、先端 は尖 ってい る。

釘 に して は断面が扁平 であ り、長 い。14は 断面が台形状 を呈 し、中央 に透 か し穴があ る。飾金具 の

一種 か
。
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第3表 出土土器一覧

No. 出土地点 種別 器形 口径

(cm)

底径

(cm)

器高

(cm)

残存度 色調
成形 ・調整 ・形態 の特徴等

口縁 底部 外 内

1 2住 土師 器台型土器 (8.4) 1/8 褐 褐 内外 ともミガキ摩滅 口縁部 ヨコナデ

2 2住 土師 小型丸底鉢 (5.2) 淡褐～淡灰褐 褐 内外とも摩滅

3 2住 土師 高圷 暗褐 暗褐 外面ミガキ摩滅 内面穿孔後工具ナデ

4 2住 土師 小型丸底鉢 (2.1) 完 褐 ～黒褐 暗灰褐 外面ケズ リ後 ミガキ

5 2住 土師 甕 (8.5) 1/4 暗褐～灰褐 暗褐 内外面ハケ 底面ナデ

6 2住 土師 高圷? (13.5) 1/9 褐～淡灰褐 褐 ～黒褐 外面ミガキ摩滅 内面摩滅

7 2住 土師 高圷 茶褐 褐～暗灰褐 外面摩滅 内面ミガキ摩滅

8 2住 土師 高圷 (11.2) 褐～暗褐 灰褐 外面ミガキ摩滅 」不部内面ミガキ摩滅脚部内面工具ナデ

9 5住 土師 高圷 黄褐～茶褐 灰褐 ～褐 外面ミガキ摩滅 内面工具ナデ

10 5住 土師 高圷 暗褐 暗褐 外面工具ナデ後ミガキ 内面圷部ミガキ 脚部工具ナデ

11 5住 土師 高圷 淡褐 ～褐 暗褐 外面ミガキ 内面工具ナデ

12 5住 土師 高圷 (8.5) 1/8 淡褐 ～褐 淡褐 外面ミガキ摩滅 圷部内面ナデ 脚部内面工具ナデ

13 9住 土師 高圷 (16.5) 3/4 褐 褐 外面ミガキ摩滅 内面放射状のナデ

14 9住 土師 高圷 (11.4) 1/4 暗榿褐 暗榿褐 外面 ミガキ摩滅 内面 ヨコナデ 透か し穴3単 位

15 9住 土師 高圷 褐～暗褐 暗褐 外面ミガキ摩滅 内面ナデ

16 9住 土師 高圷 褐～暗褐 褐 外面ミガキ摩滅 内面工具ナデ

17 9住 土師 蓋 (9.4) 7.1 1/8 淡褐～黒 暗褐 ～黒 外面ナデ 内面放射状のハケ

18 9住 土師 甕 (15.0) 1/20 淡褐～褐 淡褐 ～褐 口縁部内外面ヨコナデ 胴部外面ハケ内面ナデ

19 9住 土師 甕 (11.1) 2/3 褐～灰褐 褐 外面ハケ 内面口縁部付近ハケ 以下工具ナデ

20 2住 土師 小型丸底鉢 2.0 完 褐～暗褐 褐 外面ケズ リ後 ミガキ 内面 ナデ

21 ピ ッ ト5 土師 壺 (18.1) 3/4 淡褐～灰褐 褐 ～暗褐 外面ミガキ摩滅 内面工具ナデ

22 トレンチ 土師 壺 暗褐 暗褐 外面ミガキ摩滅 内面頸部ミガキ胴部ナデ

23 グ リッド 土師 小型丸底壷 3.9 完 褐～灰褐 褐 ～灰褐 外面下半ヘラケズリ 上半摩滅 内面粗い工具ナデー部ケズリ状

24 グ リッド 土師 甕 (20.0) 1/8 淡褐～灰褐 淡褐～黒褐 外面ハケ 内面 ミガキ

25 グ リッド 土師 壺 (19.0) 2/3 褐 褐 ～灰褐 内外面ともナデ摩滅

26 検出面 土師 壼 褐～暗褐 褐 ～暗褐 外面ミガキ摩滅 内面頸部ミガキ胴部ナデ

27 グ リッド 土師 高杯 茶褐 褐 ～暗褐 内外とも摩滅 外面赤彩 脚部内面剥落著しい

28 トレンチ 土師 高圷 淡褐 淡褐 内外面とも摩滅

29 グ リッド 土師 高圷 褐～暗褐 褐 ～暗褐 外面ミガキ摩滅 内面ナデ

30 グ リッド 土師 圷 (11.2) 1/8 褐～灰褐 褐 ～暗褐 外面工具ナデ 内面ミガキ摩滅か

31 グリ ッド 土師 器台 (9.6) (18.6) 8.3 1/4 わずか 褐～暗褐 褐 ～暗褐 圷部外面ミガキ内面ミガキ摩滅か 圷部外面ミガキ内面工具ナデ 透かし穴4単位

32 グリッ ド 土師 器台 (10.4) (6.8) (8.8) 1/8 1/4 茶褐 茶褐 」不部内外面摩滅 脚部外面ハケ後ミガキ 内面ハケ

33 検出面 土師 甕 (14.8) 1/14 淡灰褐～灰褐 淡灰褐 内外面 ともヨコナデ

34 グ リッ ド 土師 甕 (13.0) (5.2) (12.5) 1/8 1/3 淡褐～暗灰褐 淡褐～暗灰褐 口縁部内外面摩滅 胴部外面ハケ内面工具ナデ



山
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No. 出土地点 種別 器形
口径

(cm)
底径(
cm)

器高(
cm)

残存度 色調
成形 ・調整 ・形態の特徴等

口縁 底部 外 内

35 グ リ ッ ド 土師 甕 (23.4) 1/8 淡灰褐～灰褐 褐 外面工具ナデ 内面口縁部ハケ目摩滅 胴部工具ナデ

36 グ リッ ド 土師 甕 7.3 完 淡褐～淡灰褐 淡褐～灰褐 内外面ハケ 底面粗いナデ

37 グ リッ ド 土師 甕 (15.6) (5.5) 14.2 1/4 一部 暗褐～灰褐 褐 ～灰褐 外面ヘラケズリ後ナデ 内面工具ナデ

38 10住 土師 器台 (lo.o) 1/4 淡褐 淡褐 内外面ともナデ

39 10住 土師 器台 淡褐～淡灰褐 淡褐～淡灰褐 器受部内外面摩滅 脚部外面ミガキ摩滅 内面工具ナデ

40 10住 土師 高」不 (14.0) 1/4 褐 褐 外面ナデ 内面ナデー部ミガキ状

41 10住 土師 壺 (15.2) 1/4 褐 名褐 外面ミガキ摩滅 内面ミガキ

42 10住 土師 壺 (23.3) 2/3 淡褐～灰褐 淡褐～暗灰褐 内外面ともナデ ロ縁段部と頸部の突帯状に刻み

43 10住 土師 壺 褐 ～灰褐 褐 頸部外面ハケ後ミガキ状のナデ内面ハケ後ミガキ摩滅 胴部外面ハケ後粗いミガキ 内面工具ナデ

44 10住 土師 壼 淡褐～黒褐 淡褐～灰褐 外面ミガキ摩滅 内面ハケ

45 10住 土師 杯 (11.7) 3.1 5.4 7/8 完 淡褐一部黒変 淡褐 内外面ナデ

46 10住 土師 小型丸底壺 (10.6) 1/5 淡褐～淡灰褐 褐～淡灰褐 外面ミガキ摩滅 内面ミガキ

47 10住 土師 高圷? (13.3) 1/8 褐 ～黒褐 褐 内外面とも著しく摩滅

48 10住 土師 小型甕 (14.4) 1/5 暗褐～灰褐 暗褐 内外面ともナデ摩滅

49 10住 土師 甕 (15.2) 1/4 淡褐～暗褐 暗褐 外面ナデ 内面ハケ

50 10住 土師 小型甕 (14.2) 完 淡褐～赤褐 淡灰褐～暗灰褐 口縁部外面ナデ内面ハケ 胴部外面ハケ内面工具ナデ

51 10住 土師 小型甕 (11.3) 1/4 淡褐～黒褐 褐～暗褐 口縁部内外面ヨコナデ 胴部外面ハケ 内面工具ナデ

52 10住 土師 壷? (5.2) 2/5 暗褐 暗褐 内外面ケズリ 底面ナデ

53 10住 土師 壺? 6.2 完 褐 ～暗褐 褐～暗褐 外面工具ナデ 内面工具先端による深い線条痕 底面ケズリ状のナデ

54 10住 土師 甕 5.2 完 茶褐～黒褐 暗灰褐 外面剥落 内面工具ナデ

55 10住 土師 小型丸底壷 (10.8) 1/4 褐 ～淡褐 淡褐 内外面ナデ

56 10住 土師 小型丸底壷 褐 ～灰褐 褐 外面上半ミガキ摩滅ケズリ下半ケズリ 内面上半ハケ・指頭圧痕 下半ナデ

57 10住 土師 小型甕 (11.9) (6.0) 15.7 1/16 完 茶褐～暗灰褐 褐～暗褐 口縁部内外面ナデ 胴部外面ハケ 底部付近ヘラケズリ後ハケ 内面ハケ

58 10住 土師 台付甕 (15.2) 4/5 淡褐～灰褐 榿褐～灰褐 口縁部内外ヨコナデ 胴部外面ハケ内面工具ナデ

59 10住 土師 甕 6.2 完 褐～暗灰褐 暗褐～暗灰褐 外面ハ ケ摩滅 内面ハ ケ 底面ハケ ・ナデ

60 1住 土師 圷 3.3 完 明榿褐 明榿褐 内外面 ともロクロナデ 底面回転糸切 り

61 1住 土師 」不 5.1 完 明榿褐 淡褐 内外面 ともロクロナデ 底面回転糸切 り

62 1住 土師 圷AH (9.3) 4.3 2.2 1/3 完 淡褐 明榿褐 内外面 ともロクロナデ 底面回転糸切 り

63 1住 土師 圷AH 10.0 3.7 2.4 完 完 明榿褐 明榿褐 内外面 ともロクロナデ 底面回転糸切 り

64 1住 土師 圷A皿 (12.4) 1/8 淡褐 淡褐 内外面 と もロクロナデ

65 1住 土師 圷A皿 (14.4) 1/8 淡褐 淡褐 内外面 と もロクロナデ

66 1住 土師 圷A皿 (14.9) 5.6 4.9 1/2 完 明榿褐 明榿褐 内外面ともロクロナデ 底面回転糸切り

67 1住 灰粕 椀 (14.8) 1/8 灰白 灰白

68 1住 灰粕 椀 (15.1) (7.7) 7.3 3/4 9/10 灰白 灰白

69 1住 土師 圷AH (9.7) 4.0 2.1 3/4 完 明榿褐 明榿褐 内外面 と もロクロナデ 底面回転糸切 り
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口縁 底部 外 内

70 1住 土師 杯AH (10.6) 4.2 2.1 1/8 完 明榿褐 明榿褐 内外面ともロクロナデ 底面回転糸切り

71 1住 灰粕 椀 (9.0) 4.7 4.1 9/10 完 灰白 灰白 内外面ともロクロナデ 付高台後ナデ 底面ナデ 漬掛け施紬

72 1住 灰紬 椀 (7.8) 1/5 灰白 暗灰白 内外面 ともロクロナデ 付高台後ナデ

73 1住 灰紬 椀 (15.2) (8.4) (5.7) 1/3 1/3 灰白 灰白 内外面ともロクロナデ 付高台後ナデ 底面ナデ 漬掛け施紬

74 1住 土師 甕? (24.4) 1/12 黒褐 暗褐 外面ヨコナデ 内面ナデ

75 7住 土師 圷AH (9.4) (4.0) 3.0 1/4 1/3 明榿褐 明榿褐 内外 面ロクロナデ摩滅

76 7住 土師 圷AH (10.2) (4.4) 3.0 1/8 2/3 淡褐 明榿褐 内外面 ともロクロナデ 底面 回転糸切 り

77 7住 土師 圷AH (10.6) 5.0 3.2 1/2 完 明榿褐 明榿褐 内外面 ともロクロナデ 底面 回転糸切 り

78 7住 黒A 椀 12.0 4.6 4.6 完 完 明淡褐 黒 外面 ロクロナデ 内面粗 い ミガキ後黒色処理

79 7住 黒A 椀 (7.2) 1/3 明淡褐 黒 外面ロクロナデ 内面ミガキ後黒色処理摩滅

80 7住 土師 椀 (9.4) 1/5 明淡褐 明淡褐 内外面 ともロクロナデ摩滅

81 7住 灰粕 皿 (11.4) (5.8) 2.6 1/5 1/8 灰白 灰白 内外面 ともロ クロナデ 付高 台後 ナデ 底面 回転ヘ ラケズ リか

82 7住 灰紬 皿 (12.7) (7.0) 2.1 1/6 3/4 灰白 灰白 内外面ともロクロナデ 付高台後ナデ 底面回転糸切り

83 7住 灰紬 椀 (12.4) (6.6) 4.2 1/6 1/3 灰白 灰白 内外面 ともロクロナデ 付高 台後 ナデ 底面 回転ヘ ラケズ リ

84 7住 灰粕 椀 (13.9) 1/4 灰白 灰白 内外面 ともロクロナデ

85 7住 灰粕 椀 (17.0) (9.0) 6.6 1/6 2/3 灰白 灰白 内外面ロクロナデ 付高台後ナデ 底面回転ヘラケズリ 漬掛け施紬

86 7住 灰紬 椀 (12.7) 6.6 3.7 5/6 完 黄灰～明紫褐 暗黄灰～明紫褐 内外面ロクロナデ 付高台後ナデ 底面回転ヘラケズリ 漬掛け施粕

87 7住 灰粕 広口瓶 (15.6) 1/9 灰白 灰白 ロクロナデ 内外面 とも施粕

88 7住 灰粕 広口瓶 (17.6) 1/6 灰白 灰白 内外面 ロクロナデ 内面ハケ塗 り施紬

89 7住 灰粕 広口瓶? (6.0) 1/6 灰白 灰白 内外面ナデ 付高台後ナデ

90 7住 土師 甕 (12.2) 1/6 明淡赤褐 明淡褐 内外面ともナデ

91 7住 土師 羽釜 (25.4)
一部 明黄褐 明黄褐 外面ナデ 鍔貼り付け後ナデ

92 11住 緑粕 椀 5.7 完 淡灰褐 淡灰褐
」不部内面ロクロナデ 底面回転ヘラケズリ 付高台後ナデ 内外面及び底面に粕付着 粕調深
緑 内面に三叉トチン痕あり

93 11住 土師 椀? (8.4) 一部 暗褐～褐 暗褐～灰褐 付高台後ナデ 圷部内面ロクロナデ

94 11住 土師 圷 (13.3) (4.5) 3.7 1/4 1/4 淡灰褐～暗褐 淡灰褐～暗褐 内外面 ともロクロナデ 底部回転糸切 り

95 11住 土師 杯 (13.8) (6.0) 4.2 1/3 3/5 褐 ～灰褐 褐～灰褐 内外面 ともロクロナデ 底部回転糸切 り

96 11住 土師 杯 (16.3) (6.9) 3.8 1/4 完 榿褐～灰褐 榿褐～暗灰褐 内外面 ともロクロナデ 底部回転糸切 り

97 11住 灰粕 椀 (14.8) 1/10 淡灰～淡黄灰 淡灰～淡黄灰 内外面ロクロナデ 漬掛け施紬

98 11住 灰粕 椀 (14.5) 1/16 淡灰 淡灰 内外面ロクロナデ 漬掛け施紬 内面に沈線

99 11住 灰粕 椀 (16.0) 1/2 淡灰白 淡灰 内外面ロクロナデ 外面底部付近回転ヘラケズリ ハケ塗り施紬 内面に沈線

100 11住 黒A 椀 (15.7) (7.8) 6.6 1/3 1/5 榿褐～黒褐 黒 内面横ミガキ底面縦ミガキ後黒色処理 外面摩滅 付高台後ナデ 底面回転糸切り後ナデ



第12図 出 土 土器(そ の1)

一21一



第13図 出 土 土器.(そ の2)
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第14図 出 土 土器(そ の3)
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第15図 出土金属器

第4表 出土金属器一覧

No. 器種 出土地点 重量(9) 形態 ・形状、残存状況及び計測値(mm)

1 刀子 グリッ ド 3.3 先端部。刃部 に向かって湾曲 し、反 らない。

2 釘 11住 0.9 頭部 ・脚部欠損。

3 釘? 1住 10.1 釘が 曲が った ものか?頭 部 は残存す る。

4 釘 グリッ ド 4.5 頭部欠損。

5 釘 検出面 4.1 頭部 ・脚部欠損。

6 釘 8住 4.9 頭部 ・脚部欠損。

7 釘 11住 5.0 頭部 ・脚部欠損。

8 釘 1住 13.5 先端部断面はやや扁平。

9 釘? 1住 12.0 先端部断面はやや扁平。

10 鑓 11住 10.9 脚部欠損。

11 不明 1住 48.8 先端 に向かって四角錐状 に尖 る。

12 鎌 11住 26.5 刃部 ・茎部欠損。

13 不明 グリッ ド 20.4

14 不明 検出面 15.7

15 不明 11住 15.4
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3石 器

1.石器群 の概要

岡の宮遺跡第1次 調査で は総点数88点 、総重量171,398.19の 石器が回収 された。石器 は全体 の98%に あたる86

点が住居 趾 内 に分布 してお り、共伴 した土 器 の型式 か らは古 墳 時代 前期 末 に帰属 す る と考 え られ る一 群

(SBO2,SBO5,SBO9,SB10)と 、古代11～14期 に帰属する と考 え られ る一群(SBO1,SBO7,SB11)の 二群 に、大 まか に分

離 し得 る。SBO2,SBO5を 除いては石・器の認定・基準及 び回収基準 は 「人為 ・自然為 を問わず割 れている可能性 の

ある個体」 とされ、 この基準 に適合す る と判断 された個体 はすべて 回収 された。三次 元座 標記録率 も90%と

非常 に高 く、石器 回収率 もSBO2,SBO5を 除い ては100%に 近い もの と考 えられ,る(註1)。岡の宮遺跡石器群 に対 し

接合 ・母岩識別作業 を実施 した結果、接合資料9例19点 及 び、 同一母岩資料4例7点(接 合率22%,同 一 母岩率30%,

単独率70%)を 確認 し得 た。遺構 問土層対比 を実施 した ところ、土器型式 との整合性 に も問題 は認 め られず、

土器型式 のみか らでは把握 し得 ない遺構 問の通時的 ・共時的関係が 明 らか となった(註・)。

2.石材概観(第5,8,10表(註3))

全体的には基盤層中に多量に包含される、所謂東山系の火成岩類が圧倒的多数 を占める。古墳時代前期末石

器群では安山岩、花歯岩、硬砂岩が主体的であり、花歯閃緑岩、花歯斑岩、石英斑岩が副次的に認められる。

古代石・器群では主体的石材 に変化はないが、副次的石材 として花歯閃緑岩、花歯斑岩、石英斑岩、石英閃緑

岩、閃緑岩、礫質砂岩、凝灰岩が認められ、古墳時代前期末石器群と比較 して石材組成がより多様化する。

3.器種概観(第6,8,9表)

剥片1点 を除 き、ほとんどが炉構築材 もしくは竈構築材 と考えられる礫片類である。礫片類の中では折れ も

しくは折 り取 りの痕跡が認められる礫片1類(PT1)が43点 と最多である。次いで自然為 によると考えられる剥

落の痕跡のみが認められる礫片(PT)が24点 、被熱剥落の痕跡のみが認められる礫片2類(PT2)が5点 と少'なく、

PT1とPT2の 要素が複合 して認められる礫片複合(PTC)が13点 出土 している。古墳時代 と古代の住居趾では炉

と竈の構造的差異が強調 されることが多いようであるが、本遺跡においては、古墳時代前期末石器群 と古代

石器群の器種組成はほぼ等質的であるといえる。

4.遺構単位石器群概観(第16図(註4),第12表)

SBO1石 器群(第5図)調 査区南西端において検出 された。南半 は調 査 区域外 にかか る。竈 は検 出 されなか った

ものの東部 に張 り出 し部及 び、火床 と考 えられ る酸化 範 囲が認 め られた。酸化範 囲 に近接 して集 中部 が認

め られる他 は散漫 に分布 す る。SBO1全 体での石器含有率 は48%、 接合 率は16.7%で あった。

SBO2(第5図)調 査 区域外 にかかる状態で調査 区南東端 にて検出 された。石器 は回収 され なか った。

SBO3(第5図)調 査 区域外 にかかる状態で調査 区南西端 にて検 出 された。石器 は全 く出土 しなか った。

SBO4石 器群(第6図)調 査 区西部 におい てSBO9,SB10,SB11に 切 られ る状 態で検出 された。単独 資料 、 自然礫 共

に1点 ずつが 出土 した。63の 垂直 出土位置 は切 り合 うSBO9石 器群 のそれ に比 してや は り分布域が異 なる。

SBO5(第6図)調 査 区域外 にかか る状態で調査 区北東端 にて検 出 された。石器 は回収 されなか った。

SBO7石 器群(第7図)調 査 区北部 におい て検出 された。北西部 を撹乱 に切 られる。竈 は検 出され なかったが、

北 東部 にそ の痕跡 とも考 え られ る石 器 の集 中部 が認 め られ る。平面 的 には 中央 部 にやや集 中 しつ つ散 漫

に分布す る。垂直分布 は中央部が低 く、周縁 部 ほ ど高 い傾 向が ある。SB11と の遺構1間接 合資料 及 び遺構 間

同一母岩資料が1個 体ずつ含 まれ る。SBO7全 体 での石器含有率 は28.1%、 接合率 は22.2%で あった。

SBO9石 器群(第8図)調 査 区北西部 においてSB10,SB11及 び撹乱 に切 られる状態で検 出 された。炉趾 は検 出 さ

れなか った。平 面 的 に は北 東部 か ら南 西部 にかけ て帯状 に分 布 す る。垂 直分布 に偏 りは認 め られ ない。

SB10と の遺構 間接合資料1個 体が含 まれ る。SBO9全 体 での石器含有率 は6.4%、 接合率 は50%で あ った。

SB10石 器群(第9図)調 査 区北西部 におい てSB11に 切 られる状態 で検 出 された。西半 は調査 区域外 にかか る。

炉趾 は西部 において検 出 された。平面 的 には中央部 に集 中 して分布 す る。垂 直分布 は自然礫2点 を除い て

は1層 上 部 に集 中す る。SBO9と の遺構1間接合 資料1個 体 が含 まれ る。SB10全 体で の石器含 有率 は8.4%、 接

合率 は12.5%で あった。

SB11石 器群(第10図)調 査 区北西部 にお いて撹乱 に切 られる状 態で検 出 された。竈 は検 出 され なか った。

平面的 には全体 的 に散 漫 に分 布す る。垂直分 布 は1・H層 に は少 な く、 皿層 に集 中す る。SBO7と の遺構澗

接合資料1個 体が含 まれ る。SB11全 体 での石器含有率 は20.2%、 接合率 は25%で あ った。
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5.母岩別資料概観(第16図,第11表)

QuPoO1(04,06)sBo1の 竈の痕跡 と考 え られる焼土範囲 に近接 した状態 で1層 に分布す る。不整形礫 を素材 と

してお り、残 存 率 は約3/4程 度 で あ る。両 個 体 共 に被 熱 剥 落面 及 び剥 離 に近 い折 れ面 が複 数 認 め られ 、

それ らを変色範 囲が切 ることか ら、分離状態 でそれぞれ変色 した もの と考 えられ る。

GrOIRO1(09+10)SBOII層 よ り近接状態で 出土 した。扁平礫 を素材 としてお り、残存率 は約1/2程 度 であ る。

折れ面接号資料 であ り、接 合面 に切 られ る同一の変色範囲が認め られた。

QuPoO2RO2(47→16+19)sBO7よ り出土 し、16,19が1層 に分布 する。47は 帰属層準 は不 明である。棒状礫 を

素材 としてお り、残 存率 は約1/2程 度 で ある。本 石 器群 中唯 一 の分離 川頁序 が確 定 す る母岩 で あ る。 まず側

面 よ り47が 被 熱剥落 し、その後16と19が 剥離 に近 い折 り取 りに よ り分 離 されてい る。16,19共 に同一の変色

範囲が認め られ、16に は接 合面 とは別の剥 離 に近い折れ面 を切 る変色 範囲が認め られた。

QuPoO3RO3(26+45)SBO7よ り出土 し、26は1層 に分布 する。45は 帰属 層準不 明で ある。不整形礫 を素材 と

し、残存率 は約1/2程 度 であ る。共 に変色範 囲が認め られ るが接合面 である被熱剥 落面 に切 られてい る。

GrPoOlRO4(28+78)28がSBO71層 、78がSB11皿 層 に分布する遺構 間接合資料である。棒状礫 を素材 としてお り、

残存率 は約1/2程 度 であ る。78に は接合面 であ る折 れ面 を切 る変色範 囲が認 め られ るこ とか ら、78は 分離後

に変色 した もの と考 え られ る。

GrDiO1(29,81)29がSBO71層 、81がSBllI層 に分布す る遺構間同一母岩資料である。扁平礫 を素材 と してお り、

残存 率 は約1/4程 度 で ある。両個 体共 に変色 範 囲が認 め られ、そ れ らを切 る剥離 面 に近 い折 れ面 が複 数 面

認 め られるこ とか ら、分離 した後 に変色 した もの と考 え られ る。

QuPoO4RO5(31+44)SBO71層 よ り近接状態 で出土 した。不整形礫 を素材 とし、残存率 は約1/2程 度 であ る。

接合面 である摂理面 に沿 った剥落面 に切 られ る変色範囲が認め られ、分離以前 に変色 した もの と考 え られ る。

QuPoO5(46,48)sBO7南 東 覆 土 中 よ り回収 された 。扁平 礫 を素 材 と して お り、残 存率 は約1/16程 度 で あ

る。両個体共 に礫面 にのみ変色範囲が認め られ、変色範囲 を切 る剥離面 に近 い折 れ面が認 め られた。

HSaOIRO6(50+51)SBOgI層 に分布 す る。扁 平礫 を素材 として お り、残 存率 は約3/4程 度 であ る。剥 離 面

に近い折 れ面 で接合 する。変色範 囲は認 め られなかった。

AnOlRO7(54+61)54がSBOgI層 、61がSB101層 に分布する遺構澗 接合資料である。扁平礫 を素材 としてお り、

残存 率 は約7/8程 度で あ る。54に は接 合面 であ る剥 落面 を切 る変色 範囲が認 め られ る。54,61共 に接 合面 を

切 る剥落面が認め られ、61に は敲打痕 が認 め られた。

GrDiO2RO8(64+66)SBllI層 及 び 皿層 に分 布す る。扁平礫 を素材 と してお り、残存 率 は約1/1程 度 で ある。

接合面 である折 れ面が変色範囲 を切 る。

GrO2RO9(65+84,79)65,79はSB11皿 層 に、84はSBllI層 に分布 す る。扁平 礫 を素材 と してお り、残存 率

は約1/16程 度で ある。65,84は 同一変色範 囲を切 る折 れ面 で接合 し、最 大長約50cmを 測 る大形 の礫 片 となる。

同一面 である大 きな剥落面 には同一の変色 範囲が認め られた。

6.小結(第17図,第12表)

本項では時空間的に限定 された調査区内における、遺構 と遺物の関係論 としての遺跡構造論的把握 を

試みた。接合 ・母岩識別作業か らは遺構間接合 ・同一母岩資料が得 られ、遺構問土層対比が可能 となった。

その結果、これまで不明であった、東山系の火成岩類を竈構築材に用いる遺跡における遺構間接合・同一母岩

資料の存在及び、多数の単独資料の存在が明らかとなった。また、これまで回収されなかった古墳時代の炉構築材

と考えられる礫片を主体 とする石器群においても遺構間接合資料が得 られたことは重要な成果 といえよう 。

[補註]

註1SBO2及 びSBO5は 調査終了間際に検出 された為、遺物出土状況図は作成 されず、残念なが ら石器の回収 もなされ得なかった。

註2回 収 された個体 にはすべて個体識別番号 を与え属性デー タベ ース を作成 した後、接合 母岩識別作業 をおよそ20人 日実施 した。接合 ・母岩識別作業 は

推定帰属時期等の先入観は、最終的な確認段階まで持たない方針で行 った。遺物実測図及び遺物写真については諸般の制約から提示を断念 した。

註3石 材鑑定 にあたっては森 義直氏 より有益 な御教唆を頂いた。記 して御礼申 し上げます。なお、第4～6,9表では石器 として取 り上げられた自然礫2個体を含め

ている。 また、第8表では石器 として取 り上げられた自然礫2個 体を自然礫 に含めている。 自然礫 も遺構覆土等に含 まれる場合 は広義の石器 といえるものである

が、第8表 においては石器か ら除外 して扱 っている。すなわち、第8表 における石器 とは自然礫 を除いた広義の石器すべてを指す。

註4第16図 においては、遺構i内については石器、自然礫を問わず三次元座標記録の為 されたすべての個体 を ドット化 したが、遺構外の自然礫については ドッ ト化

していない。 なお、石器含有率は石器個体数/総点数(自然礫含む)、接合率 は接合個体数/石器個体数 として算 出した。

註5竈 の存在 しない時期の石器群 においても炉構築 材を含む礫片等 を回収基準 を明示 した上で回収することにより、石器の遺構澗接合 ・同一母岩関係か ら遺構澗

土層対比が可能となるものと考え られる。さらに、剥片 を素材 とする石器が主体を成す石器群(縄文 ・弥生石器群等)に対 して遺構澗 土層対比 を実施 した場合、

剥片 の分離順序が確定する母岩が多いもの と考 えられ、よ り一層の成果が期待 される。 なお、本項において用いた記号及 び略号等は平瀬遺跡H報 告書に準拠

している(太田2000)。 凡例等はそちらを参照 して頂 きたい。

[主要引用 ・参考文献]

太田圭郁2000「 石器」『平瀬遺跡H』 松本市教育委員会pp93～pp122

一26一



第16図 母岩別資料分布図

第17図 遺構間土層対比模式図
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石材略号 石材名

Ob 黒耀岩

Rh 流紋岩

BAn 黒色緻密安山岩

An 安山岩

Do 粗粒玄武岩

TuBr 凝灰角礫岩

CrAs 溶質凝灰岩

GrDi 花嵩閃緑岩.

QuDi 石英閃緑岩

Di 閃緑岩

GrPo 花崩斑岩

QuPo 石英斑岩

Gr
一十←山 μ4
化 岡 石

Po 現岩

Se 蛇紋岩

co 礫岩

CoSa 礫質砂岩

TuSa 凝灰質砂岩

CGHSa 粗粒硬砂岩

FGHSa 細粒硬砂岩

HSa 硬砂岩

Sa 砂岩

SiMu 珪質泥岩

Mu 泥岩

Sash 砂質頁岩

SiSh 珪質頁岩

Sh 頁岩

SiTu 珪質凝灰岩

MuTu 泥質凝灰岩

Sc 輝緑凝灰岩

GTu 緑色凝灰岩

McCGTu 変質粗粒凝灰岩

McTu 変質凝灰岩

Tu 凝灰岩'

SaSI 砂質粘板岩

McSI 変質粘板岩

S1 粘板岩

Ch チャー ト

Ph 千枚岩

CrSc 結晶片岩

ChSc 緑泥片岩

MiSc 雲母片岩

Ho ホルンフェルス

BiGn 片麻岩

Qu 石英

Jad 窮翠

Jas 碧玉

Ta 滑石

第5表 石材略号一覧

器種略号 器種名 仮設定義

MS 原石 人為的加工痕が全 く認められないものであるが石器の素材と考えられる個体

C 石核 剥離の痕跡としての剥離痕が認められる個体

F 剥片 剥離の痕跡としての剥離面が認められる個体

BC 懊状石核 両極剥離の痕跡としての剥離痕が認められる個体

BF 襖状剥片 両極剥離の痕跡としての剥離面が認められる個体

FP 鐵形石器 押圧剥離により両面が整形され、尖頭部を有する個体

Dr 錐形石器 機能部と考えられる尖頭部の形成された個体

Sp ヒ形石器 機能部と考えられる刃部及び基部と考えられる扶 り部の形成された個体

Sc スクレイパ ー状石器 二次加工痕が連続して認められ、刃部と考えられる剥離単位の認められる個体

RF 二次加工ある剥片 二次加工痕が認められる剥片

MF 微細剥離痕ある剥片 微細剥離痕が連続 して認められる剥片

FA 打製斧形石器 通常・両極剥離等により側縁もしくは刃部の形成された個体

PA 磨製斧形石器 剥離・敲打・研磨調整により形成された斧形石器

PP 磨製錺i形石器 剥離・敲打・研磨調整により形成された鍛形石器

PK 磨製包丁形石器 剥離 ・研磨調整 によ り形成 され た包丁状 を呈す る個体 ・・

P 礫 剥離 ・剥落 ・研磨 ・敲打 ・折れのいつれの痕跡 も認め られない、全面が礫面 に覆われた個体

PT 礫片 自然為による剥落が認められる個体

PT1 礫片1類 折 り取 りもしくは折れの痕跡が認められる個体

PT2 礫片2類 被熱により破砕した痕跡が認められる個体

PTC 礫片複合 折 り取 りもしくは折れの痕跡及び、被熱により破砕した痕跡が複合して認められる個体

P1 礫石器1類 凸面に敲打技術が施されたか、もしくは敲打技術により凸面の形成された個体

P2 礫石器2類 凸面に研磨技術が施されたか、もしくは研磨技術により凸面の形成された個体

P3 礫石器3類 凹面に敲打技術が施されたか、もしくは敲打技術により凹面の形成された個体

PC 礫石器複合 研磨・敲打・剥離技術が複合して認められる個体

Di 皿状石器 研磨技術 ・敲打技術により凹面の形成された個体

ws 砥石状石器 平坦面に研磨技術が施されたか、もしくは研磨技術により平坦面の形成された個体

Ac 管状石器 研磨技術により円柱状に形成され、穿孔のなされた個体(所謂管玉,臼玉)

Si 錘状石器1類 主に偏平礫を素材とし、対応する長軸上に研磨・敲打技術により挟り部の形成された個体

KW 錘状石器2類 製作・使用痕跡は認め得ないが出土状況等から石器とした個体(所謂こもで石)

Su 硯形石器 直方体状を呈 し研磨調整により平坦面が形成された個体(所謂硯)

Bo 有孔石製品 円盤状を呈 し中央部に穿孔のなされた個体(所謂紡錘車)

遺構略号 遺構名

SB 住居趾

SD 溝状遺構

SF 焼土範囲

SK 土坑

SP ピッ ト

SQ 遺物集中範囲

SU 埋甕

SV 自然流路

SX 不明

TG グリッ ド

TK 検出面

TT トレンチ

TY 排土

P 住居趾床面ピット

第7表 遺構略号一覧

出土遺構1 F P PT PT1 PT2 PTC 計 出土遺構1

SBO1 3 6 3 12 SBO1

SBO4 1 1 SBO4

SBO7 8 21 2 5 36 SBO7

SBO9 1 4 1 6 SBO9

SB10 1 41 2 1 8 SB10

SB11 1 6 9 1 4 21 SB11

SK10 1 1 SK10

SK11 1 1 SK11
`TG

1 1 TG

TK 1 1 TK

計 1 2 24 43 5 13 88 計
出土遺構1 F P PT PT1 PT2 PTC 計 出土遺構1

第9表 遺構単位器種組成

第6表 器種略号一覧

石材 F P PT PT1 PT2 PTC 計 接合個体数 接合率 石材

An 4 7 11 2 18.2% An

GrDi 1 3 12 1 1 18 2 11.8% GrDi

QuDi 3 1 1 5 0 0.0% QuDi

Di 1 1 2 0 0.0% Di

GrPo 5 1 6 2 33.3% GrPo

QuPo 1 1 8 2 8 20 7 35.0% QuPo

Gr 6 3 1 2 12 4 33.3% Gr

CoSa 2 1 3 0 0.0ｰloCoSa

HSa 1 6 1 8 2 25.0% HSa

Sa 2 2 0 0.0% Sa

Tu 1 1 0 0.0% Tu

計 1 2 24 43 5 13 88 19 22.1% 計

石材 F P PT PT1 PT2 PTC 計 接合個体数 接合率 石材

第8表 石材単位器種組成

出土遺構1 An GrDi QuDi Di GrPo QuPo Gr CoSa HSa Sa Tu 計 出土遺構1

SBO1 4 2 3 1 2 12 SBO1

SBO4 1 1 SBO4

SBO7 4 5 1 1 4 14 3 2 1 1 36 SBO7

SBO9 3 1 2 6 SBO9

SB10 3 1 3 1 8 SB10

SB11 1 7 3 1 1 3 3 2 21 SB11

SK10 1 1 SK10

SK11 1 1 SK11

TG 1 1 TG

TK 1 1 TK

計 11 18 5 2 6 20 12 3 8 2 1 88 計

出土遺構1 An GrDi QuDi Di GrPo QuPo Gr CoSa HSa Sa Tu 計 出土遺構1

第10表 遺構単位石材組成

母岩ID 母岩番号 接合番号 IDO内 非接合 出土遺構 ・層準 接合個体数 総個体数 残存率 重量(9) 遣構切り合い関係 剥離 ・分割順序

1 QuPoO1 一 (04),(06) 04(SBO1-1),06(SBO1-1) 0 2 1/2 21,300.0 単一遺構内 一

2 GrO1 RO1 09,10 09(SBO1-1),10(SBO1-1) 2 2 3/4 5,496.0 単一遺構内 一

3 QuPoO2 RO2 16,19,47 16(SBO7-1),19(SBO7-1),47(SBO7一 不 明) 3 3 1/2 3,230.0 単一遺構内 47一一'16+19

4 QuPoO3 RO3 26,45 26(SBO7-1),45(SBO7一 不 明) 2 2 1/2 6,174.0 単一遺構内 一

5 GrPoO1 RO4 28,78 28(SBO7-1),78(SBll一 皿) 2 2 1/1 2,830.0 遺構澗切 り合い無 し 一

6 GrDiO1 一 (29),(81) 29(SBO7-1),81(SB11-1) 0 2 1/4 1,108.0 遺構間切り合い無 し 一

7 QuPoO4 ROS 31,44 31(SBO7-1),44(SBO7-1) 2 2 1/2 3,839.0 単一遺構内 一

8 QuPoO5 一 (46),(48) 46(SBO7不 明),48(SBO7一不明) 0 2 1/16 286.5 単一遺構内 一

9 HSaO1 RO6 50,51 50(SBO9-1),51(SBO9-1) 2 2 3/4 1,874.0 単一遺構i内 一

10 AnO1 RO7 54,61 54(SBO9-1),61(SB10-1) 2 2 7/8 1,150.0 遺構間切 り合い無し 一

11 GrDiO2 RO8 64,66 64(SB11-1),66(SBll一 皿) 2 2 1/1 7,277.0 単一遺構内 一

12 GrO2 RO9 65,(79),84 65(SB11』1)♂79(SBll一 皿),84(SB11-1) 2 3 1/16 1,926.0 単一遺構内 ■

第11表 母岩別資料一覧
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遺構名 時期 段階 層序
接合資料 同一母岩資料 単独資料

点数

石器
小計
自然礫

点数
総計 石器

含有率
接合率

点数 ID 点数 ID

SBO1

古代

13～14期

住居趾覆土 1 2 09.10(GrOIRO1) z 04.06(QuPoO1) 8 12 10 22 54.5% 16.7%

竈覆土? II 0 0 0 0 1 1 0.0%

貼床? 皿 0 0 0 0 0 0

不明 不明 0 0 0 0 2 2 0.0ｰlo

計 2 2 8 12 13 25 48.0ｰlo 16.7%

SBO2 古墳前期 住居趾覆土

1 0 0 0 0 0 0

II 0 0 0 0 0 0

皿 0 0 0 0 0 0

IV 0 0 0 0 0 0

計 0 0 0 0 0 0

SBO3 不明 不明 断面図

無 し 0 0 0 0 0 0計
SBO4 不明 不明 断面図

無 し 0 0 1 1 1 2 50.0% 0.0%計
SBOS 古墳前期 不明 断面図

無 し 0 0 0 0 0 0計

SBO7 古代11期

住居:趾覆土

1 6

16.19(QuPoO2RO2),26(QuPoO3RO3)

28(GrPoOlRO4),31.44(QuPoO4ROS) 1 29(GrDiO1) 23 30 73 103 29.1% 20.0%

II 0 0 a 0 0 0

不明 不明 2 45(QuPoO3RO3),47(QuPoO2RO2) 2 46.48(QuPoO5) 2 6 19 25 24.0% 33.3%

計 8 3 25 36 92 128 28.1ｰlo 22.2%

SBO9 古墳前期

住居:吐覆土 工 3 50.51(HSaOlRO6),54(AnOlRO7) 0 3 6 64 70 8.6ｰla 50.0%

不明 不明 0 0 0 0 24 24 0.0%a

計 3 0 3 6 88 94 6.4ｰ10 50.0%

SB10 古墳前期

住居趾覆土

1 1 61(AnOIRO7) 0 7 8 58 66 12.1ｰ10 12.5%1

II 0 0 0 0 2 2 0.0%

P1覆 土 皿 0 0 0 0 0 0

P2覆 土 N 0 0 0 0 0 0

炉1覆土

V 0 0 0 0 0 0

VI 0 0 0 0 0 0

不明 不明 0 0 0 0 27 27 0.0%

計 1 0 7 8 87 95 8.4% 12.5%1

SB11

古代

12～13期

住居趾覆土

1 2 64(GrDiO2RO8),84(GrO2RO9) 1 81(GrDiO1) 8 11 24 35 31.4% 18.2%1

II 0 0 0 0 1 1 0.0%

m 3 65(GrO2RO9),66(GrDiO2RO8),78(GrPoOlRO4) 1 79(GrO2) 5 9 23 32 28.1%a 33.3%

P1覆 土 IV 0 0 0 0 0 0

P2覆 土 v 0 0 0 0 0 0

P3覆 土 VI 0 0 0 0 0 0

P4覆 土

V皿 0 0 0 0 0 0

田 0 0 0 0 0 0

不明 不明 0 0 0 0 31 31 0.0%

計 5 2 13 20 79 99 20.2% 25.0%

第12表 遺構・土層単位母岩別資料集計

ID 出土遺構1 出土遺構2 層序 三次元 器種 重量(9) 石材 母岩 接合 備考

01 SBO1 No.S 工 0 PT 556.0 CoSa 単独

02 SBO1 No.9 1 0 PT 1,112.0 GrDi 単独

03 SBO1 竈No.10 1 0 PT1 804.0 HSa 単独

04 SBO1 竈No.11 1 0 PTC 15,300.0 QuPo QuPoO1

OS SBO1 竈No.12 1 0 PT1 10,600.0 GrDi 単独

06 SBO1 竈No.13 1 0 PTC 6,000.0 QuPo QuPoO1

07 SBO1 竈No.14 1 0 PT1 1,836.0 GrDi 単独

08 SBO1 竈No.15 1 0 PT 3,665.0 GrDi 単独

09 SBO1 竈No.16 1 0 PTC 3,010.0 Gr GrO1 RO1

10 SBO1 竈No.16 1 O PT1 2,486.0 Gr GrO1 RO1

11 SBO1 竈No.17 1 0 PT1 20,300.0 Gr 単独

12 SBO1 No.31 1 0 PT1 598.0 HSa 単独

13 SBO7 No.2 不明 0 PTl 4,415.0 QuPo 単独
14 SBO7 No.4 1 0 PT1 2,414.0 HSa 単独

15 SBO7 No.S 1 0 PTl 1,374.0 GrPo 単独

16 SBO7 No.6 1 O PTC 1,050.0 QuPo QuPoO2 RO2

17 SBO7 No.7 1 0 PT1 556.0 GrDi 単独

18 SBO7 No.8 1 0 PT1 1,416.0 QuPo 単独

19 SBO7 No.9 1 0 PTC 2,094.0 QuPo QuPoO2 RO2

20 SBO7 No.10 1 0 PT1 1,538.0 QuPo 単独

zl SBO7 No.20 1 0 PTl 3,035.0 GrPo 単独

22 SBO7 No.21 1 0 PT1 2,855.0 GrPo 単独

23 SBO7 No.22 1 0 PT1 2,466.0 QuPo 単独

24 SBO7 No.23 1 0 PT1 1,976.0 An 単独

25 SBO7 No.24 1 0 PT 1,574.0 Gr 単独

26 SBO7 No.25 1 0 PTC 5,900.0 QuPo QuPoO3 RO3

27 SBO7 No.26 1 0 PT1 1,882.0 An 単独

28 SBO7 No.27 1 0 PT1 1,610.0 GrPo GrPoO1 RO4

29 SBO7 No.28 1 0 PT1 246.0 GrDi GrDiO1

30 SBO7 No.29 1 0 PT1 1,538.0 GrDi 単独

31 SBO7 No.30 1 0 PTC 2,715.0 QuPo QuPoO4 ROS

32 SBO7 No.32 1 0 PT1 808.0 GrDi 単独

33 SBO7 No.33 不明 X PT1 6,100.0 QuPo 単独

34 SBO7 No.34 1 O PT 304.0 Di 単独

35 SBO7 No.35 1 0 PT 164.0 QuDi 単独

36 SBO7 No.36 1 0 PT1 362.0 GrDi 単独

37 SBO7 No.37 1 0 PT1 248.0 CoSa 単独

38 SBO7 No.38 1 0 PT 236.0 Gr 単独

39 SBO7 No.39 1 0 PT 42.0 Gr 単独

40 SBO7 No.40 1 0 PT 484.0 Tu 単独

41 SBO7 No.41 1 0 PT 284.0 CoSa 単独

42 SBO7 No.42 1 0 PT 706.0 An 単独

43 SBO7 No.43 1 0 PT1 1,266.0 An 単独

44 SBO7 No.44 1 0 PT1 1,124.0 QuPo QuPoO4 ROS

ID 出土遺構1 出土遺構2 層序 三次元 器種 重量(9) 石材 母岩 接合 備考
45 SBO7 南東 不明 X PTC 274.0 QuPo QuPoO3 RO3

46 SBO7 南東 不明 X PT1 218.0 QuPo QuPoO5

47 SBO7 南東 不明 X PT2 86.0 QuPo QuPoO2 RO2

48 SBO7 南東 不明 X PT2 68.5 QuPo QuPoO5

49 SBO9 No.10 1 0 PT1 1,300.0 An 単独

50 SBO9 No.ll 工 0 PT1 940.0 HSa HSaO1 RO6

51 SBO9 No.12 1 0 PT1 934.0 HSa HSaO1 RO6

52 SBO9 No.14 1 O PT2 1,598.0 GrDi 単独

53 SBO9 No.15 1 0 PT 962.0 An 単独

54 SBO9 No.16 1 O PT1 450.0 An AnO1 RO7

55 SB10 No.15 1 0 PT 206.0 An 単独

56 SB10 No.16 1 0 PT 552.0 HSa 単独

57 SB10 No.19 1 0 PT 1,326.0 An 単独
58 SB10 No.20 1 0 F 66.0 QuPo 単独

59 SB10 No.21 1 0 PT1 180.0 Gr 単独

60 SB10 No.23 1 0 PT2 110.0 Gr 単独
61 SB10 No.24 1 0 PT1 700.0 An AnO1 RO7

62 SB10 No.25 1 0 PT 724.0 Gr 単独

63 SBO4 No.1 不明 O PTC 904.0 GrPo 単独
64 SB11 No.15 1 0 PTC 4,815.0 GrDi GrDiO2 RO8

65 SB11 No.16 皿 O PT 1,000.0 Gr GrO2 RO9

66 SB11 No.17 皿 0 PT1 2,462.0 GrDi GrDiO2 RO8

67 SB11 No.18 皿 O PTC 4,160.0 QuPo 単独

68 SB11 No.19 皿 0 PT1 3,445.0 An 単独

69 SB11 No.20 皿 0 P z,oo2.0 Di 一

70 SB11 No.21 1 O PT 338.0 QuDi 単独

71 SB11 No.22 1 O PT1 2,775.0 GrDi 単独

72 SB11 No.23 1 0 PT2 2,076.0 HSa 単独
73 SB11 No.24 皿 0 PT1 1,498.0 HSa 単独

74 SB11 No.25 1 0 PTC 2,360.0 QuDi 単独

75 SB11 No.26 1 0 PT 1,452.0 QuPo 単独
76 SB11 No.27 皿 0 PT 348.0 QuDi 単独

77 SB11 No.28 1 O PT 150.0 GrDi 単独

78 SB11 No.29 皿 0 PT1 1,220.0 GrPo GrPoO1 RO4

79 SB11 No.30 皿 O PTC 106.0 Gr GrO2

80 SB11 No.31 1 0 PT1 1,696.0 GrDi 単独

81 SB11 No.32 1 0 PT1 862.0 GrDi GrDiO1

82 SB11 No.33 1 O PT1 548.0 QuPo 単独

83 SB11 No.34 皿 O PT1 3,675.0 GrDi 単独

84 SB11 No.35 1 0 PT 820.0 Gr GrO2 RO9

85 SK10 覆土 不明 X P 2,314.0 GrDi 一

86 SK11 一 不明 X PT1 608.0 QuDi 単独

87 TG 一 不明 ■ PT 4.2 Sa 単独

88 TK 一 不明 ■ PT 16.4 Sa 単独

第13表 石器属性一覧
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w付 編

今 回の調査 で は土器 ・陶磁器 、鉄製 品＼石器 の他 に炭化材が2点 出土 してお り、 これ ら炭化材 の年代測定

をパ リノ ・サ ーヴェイ株式会社 に委託 した。 その結 果報告 を以下 に記載す る。 なお文 中において は、 それぞ

れの炭化材 を 「Fグ リッ ドNo.2」 、「調査 区掘 り下げ北東部 炭(南)」 と表記 してい るが、 「Fグ リ ッ ドNo.

2」 はS3W7、 「調査 区掘 り下げ北東部 炭(南)」 は第5号 住居趾 内に該当す る地点か ら出土 してい る。

岡の宮遺跡出土炭化材放射性炭素年代測定業務委託報告

パ リノ ・サーヴェイ株 式会社

はじめに

岡の宮遺跡の1次 発掘調査 により、古墳時代前期および平安時代後期の竪穴住居 ・土坑 ・ピットなどが検出されてお り、

それに伴い土器(土 師・器 ・須恵器)・ 陶磁器(灰 粕陶器 ・緑粕陶器)・ 金属製品 ・炭化材などの遺物が出土 している。

これらの発掘成果から、本遺跡は4世 紀、10～11世 紀頃の各時期の集落遺跡であったと考 えられている。今回の分析調

査では、これらの遺構から出土 した炭化材の放射性炭素年代測定により、本遺跡の年代 に関する資料を得る。また、炭

化材の樹種同定を行い、用材 についても情報を得る。

1.試 料

試料は、調査区南部のFグ リッドの、古:墳時代初頭 と思われる土器片が多数出土 した遺物包含層から出土 した炭化材

(試料番号1)と 、調査区北東部から出土 した炭化材(試 料番号2)の 計2点 である。

Fグ リッドは、調査区の南部 に位置する。Fグ リッド付近の包含層では出土遺物が多 く、古墳時代初頭(4世 紀)の 土

器片が多数出土 している。測定試料は、これらの遺物とともに出土 した40cm×10cmほ どの炭化材の一部である。なお、

周辺から、その他の炭化材は出土 していない。

また、調査区北東部から出土 した炭化材は、古墳時代前期(4世 紀)の 土器がまとまって出土 した一帯を掘 り下げた際

に出土 したものである。出土 した正確な地点 と層位は不明であるが、土器が集中した付近には5号住居趾があり、これら

の遺物は本来5号住居趾覆土上層に包含されていたと考えられている。5号住居趾は古:墳時代前期 とされてお り、東半分

が調査区域外 にかかるが、平面形は一辺6.8m前 後の隅丸方形を呈すと推定 される。カマ ドや炉の検出はな く、遺物は多

数出土するが破片が多い。

2.分 析方法

(1)放 射性炭素年代測定

測定は、学習院大学放射性炭素年代測定室の協力を得た。なお計算には、放射性炭素の半減期 として、LIBBYの 半減

期5570年 を使用 した。また、付記 した誤差はβ線の計測値の標準偏差 σに基づいて算出した年代で、標準偏差に相当す

る年代(真 の値が66.7%の 割合でこの範囲内にあるということ)で ある。

同位体比は、標準値からのずれをパーミルで表 した年代である。δ13Cの 値は、試料炭素の13C/12C原 子比を質量

分析器で測定 し、標準 にPDBを 用いて算出 した値である。表中の測定年代は、この値に基づいて補正 をした年代である。

(2)樹 種同定

木口(横 断面)・ 柾 目(放 射断面)・ 板 目(接 線断面)の3断 面の割断面を作製 し、実体顕微鏡および走査型電子顕微

鏡を用いて木材組織の特徴 を観察 し、種類を同定する。

3.結 果

(1)放 射性炭素年代測定

結果を表1に 示す。出土炭化材の年代値は、Fグ リッドNo.2が約2200年 前、調査区掘 り下げ北東部 炭(南)が 約1600

年前の値を示す。
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表1放 射性炭素年代測定 ・樹種同定結果

試料名 試料の質 樹種 測定年代BP δ13C(%o) CodeNo.

Fグ リ ッ ドNo.2 炭化材 不明 2710ｱ70 一30 .3 Gak-20678

調査区掘り下げ北東部 炭(南) 炭化材 コナラ属コナラ亜属コナラ節 1610ｱ80 一29 .9 Gak-20679

(1)年代値:1950年 を基準 とした値

(2)δ13C:試 料炭素の13C/12C原 子 比を質量分析器で測定 し、標準にPDBを 用いて算出 した値

(2)樹 種同定

Fグ リッドNo.2は、道管を有することか ら広葉樹材であるが、保存状態が悪 く、種類の同定には至 らなかった。調査

区掘 り下げ北東部 炭(南)は 、落葉広葉樹のコナラ属 コナラ亜属 コナラ節 に同定された。主な解剖学的特徴 を以下に記

す。

・コナラ属 コナラ亜属 コナラ節(Quercussubgen .Lepidobalanussect.Prinus)ブ ナ科

環孔材で、孔圏部は1～2列 、孔圏外で急激に管径 を減 じたのち、漸減 しながら火炎状に配列する。道管は単穿孔を有

し、壁孔は交互状 に配列する。放射組織は同性、単列、1～20細 胞高の ものと複合放射組織とがある。

4.考 察

調査区南部Fグ リッドから出土 した炭化材の年代は、キーリ ・武藤(1982)に よれば縄文時代晩期に相当する値であ

り、発掘調査所見 と異なる。この炭化材は多数の土器片とともに出土 したが、他の炭化材が出土 しないことや、遺構に

伴う試料ではないことから、周辺から出土 した遺物とは関連性が低い試料である可能性もある。また、古材の再利用な

どにより、測定試料の堆積 した年代 と、測定試料本来の年代(す なわち測定年代)と が異なる可能性がある。 よって、

本試料の年代測定結果は、周辺から出土 した遺物の時期を示す資料にはならない可能性がある。今後は、他の出土炭化

材や関連遺物の年代値を測定 して、その年代傾向を把握し再検討することが望 まれる。

一方、調査区北東部から出土 した炭化材の年代値は、4世紀中頃に相当する値であり、発掘調査所見と一致する。放射

性炭素年代測定においては、測定法 自体が持つ誤差や、時代による大気中の14C濃 度の違いなどにより、測定年代値が

暦年代 とは一致 しない。特に、放射性炭素年代 と暦年代のずれは、古 くなるほど大きくなることがいくつかの分析例で

出されているが、例えば数千年前では500～800年 ほど放射性炭素年代のほうが若い傾向を示 し(中 村,2000)、 同文献に

記載 されているStuiverandReimerの 較正曲線では2000～1700年 前の間で、放射性炭素年代は暦年代に比べて最大100年 程

度古い方へずれている。さらに、東村(1990)に ある放射性炭素年代 ・年輪年代較正値のデータでは、放射性炭素年代

の約600年 前頃を境 として、それより以前は約2000年 前までは放射性炭素年代の方が古 く、以後は約100年 前 までは放射

性炭素年代が新 しい方へずれている。よって、年代値は前後それぞれ最大100年 間程の幅で考えられる。これらのずれを

考慮 しても、本来5号 住居趾に帰属する可能性のあるこの炭化材の年代は、4世紀中頃～5世紀中頃の可能性がある。

引用文献
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キー リC.T・ 武 藤康弘(1982)縄 文 時代 の年代,「 縄文文化 の研 究1縄 文 人 とその環境」,p246-275雄 山 閣

中村俊夫(2000)14C年 代 か ら暦年代へ の較正.日 本先史 時代 の14C年 代 編集委員会編 「日本先史時代 の14C年 代 」,

p21-40
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写真図版1

調査区全景(東 から)

調査区全景(北 から)
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写真図版2

1住出土状況 7住出土状況

1住完掘状況 7住完掘状況

1住 カ マ ド 7住 出土遺物

4住完掘状況 5住完掘状況
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写真図版3

9住 出土状況 10住 出土状況

9住 完掘状況 10住完掘状況

9住出土遺物 10住 出土遺物

11住 出土状 況 ll住 完掘状況
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写真図版4
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